
令和５年度の学校評価 

本年度の 
重点目標 

①ＩＣＴ機器や様々な教育的資源の有効な活用、体験的な活動を通して、「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った
授業の実践を図る。 
②円滑に社会の中で生活ができるように、その場の状況に応じて、基本的な挨拶、そして、自ら判断し、行動、表現ができ
る子を育てる。 
③学校生活全体を通して、思いやりや感謝の気持ちを育む。そして、自分や社会の将来の姿を思い描いて、自分の課題
や自分にできることへの気付きを促し、その達成に向けて、持続的に自ら取り組む姿勢を育てる。 
④新たな視点で現状を見つめ直し、社会の変化への対応と業務の効率化により、学校全体の多忙化の解消を図る。 

担当（項目） 重点目標 具体的方策 留意事項 

幼稚部 

主体的・対話的で
深い学びを実践 
する。 
 

・幼児の主体的な遊びを通して、友達や
身近な大人と伝えあい、自分なりの遊び
を広げ深められるようにする。 

・遊びの中での幼児の行動をよく観察し、何に興味
や関心をもっているかを把握し、その遊びが広がるよ
うな環境を整える。 
・遊びの中での育ちや気づきなど、幼児の変容を職
員で共有する。 
・振り返りを行い、幼児自身の行動や気づきなどの言
語化を意識して行う。 

小学部 
・ 

中学部 

・児童、生徒の学びに向かう力を適切に
評価し、さらに伸ばすための指導につな
げる。 

・総合教育センターと本校代表教員が共同で作成し
たマネジメントシートを活用する。 
・マネジメントシートで単元計画を「見える化」し、ど
の力をどこで伸ばすのかを明確にした指導を行う。 
・適切な評価と指導の改善を行うことで、評価と指導
の一体化を図る。 

高等部 
・体験的な学習を充実する。 
・評価規準を基に学習を評価し、次の指
導につなげる。 

・総合教育センターと本校代表教員が共同で作成し
たマネジメントシートを活用する。 
・育成する力の共通理解を図り、明確な指導観をもっ
て単元計画を作成し、指導を行う。 
・適切な評価と指導の改善を行うことで、評価と指導
の一体化を図る。 

いじめ防止等 

お互いに認め合え
る人間関係を作り、
集団の一員として
の自覚と自信を身
に付けられるように
する。 

・いじめの未然防止教育の充実 
・いじめ早期発見への取組の充実 
・いじめに対する適切かつ迅速な対処が
できる組織作り 

・道徳科や学級・ＨＲ活動時における、体験的な学び
の機会を設定する。 
・年２回の生活アンケートを実施し、結果については
職員間ですぐ共有する。 
・いじめ防止基本方針の周知徹底と見直しを行う。 

勤務時間の適
正な管理及び 
長時間労働に
よる健康障害
防止 

業務の効率化、均
等化を図り、優先順
位を付けて業務に
取り組むことでセル
フマネジメント力を
高める。 

・業務の見直し、マニュアル化を進め、ＩＣ
Ｔ機器を有効に活用することで業務のス
リム化を図る。 
・月２回の定時退校日の定着、通常時の
施錠時間を早めることで、ワークライフバ
ランスを充実させる。 

・数年後を見据えて、学校全体で校務分掌の再編を
検討するとともに、具体的な方法で業務のスリム化を
図る。 
・施錠時間を提示、厳守することで、物理的にタイム
マネジメントすることになり、優先順位を付けて業務
に取り組む。 

学校関係者評価を実施する 
主な評価項目 

幼稚部、小学部、中学部、高等部 

 


